
【第1部】TKC近畿兵庫会書面添付シンポジウム

【第3部】パネルディスカッション「信頼性の高い決算書と中小企業支援」

書面添付に取り組んだときは、書面添付を記入する目線
が会計士の目線と似ていると感じ抵抗なくできました。
書面添付は、税理士の業務内容を周知し、自分を主張で
きる良い機会です。
完成度は低くとも提出することが大切です。

改正電子帳簿保存法施行で電子取引データの内容を書面に出力して保存す
ることで電子取引の保存に代える措置が廃止されます。電子保存された証
憑データを活用することで会計・税務業務がより簡単になり、関与先から
みて相対的に会計・税務業務の価値が下がることが予想されます。それに
伴い書面添付・経営助言業務がより重要になります。この機に積極的に書
面添付に取り組んでいきましょう。

コーディネーター 吉川滋樹会員 パネリスト 佐藤周二会員、大森達也会員、佐藤裕喜支店長

MISに関しては、お客様のところに訪問して決算書の原本やコピー
を入手する手間がなくなり、ペーパーレスで確認できるので非常に役
に立っています。
経営者自身が自分の口で経営状況を金融機関に説明できるような財務
知識を身に着け、FX4クラウドのような優れたシステムを活用する
ことで、単に売り上げが減った、利益が減ったではなく細かく分析で
きるように、税理士の先生方には経営者の意識改革にお力添えをいた
だければありがたいです。

未実践、これから実践したい会員先生に向けて書
面添付推進委員会では、「出前研修」キャラバン
をやっています。書面添付についてお悩みの先生
はニーズに応じて、研修できますので、支部書面
添付推進委員に気軽にお声がけください。
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【第２部】「経営者インタビュー」動画の上映・新型
コロナウイルスの影響と今後の金融行政

今後、コロナの影響を受けた事業者から、様々な経営支援ニー
ズがでてくることが予想されます。ポストコロナを見据えて、
金融機関や税理士など地域の関係者が連携して、資金繰り支援
にとどまらない支援を実施していくことが重要です。


